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子育てで困ったら 悩まず相談!

無料相談案内
子
育
て
を
し
て
い
る
と
、
喜
び
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
疑
問
や
悩
み
ご
と
も
次
々
と
出
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
核
家
族
化
や
少
子
化
が
進
み
、
近
所
付
き

合
い
も
少
な
く
な
っ
て
き
た
今
、
身
近
な
相
談
相
手
も
昔

に
比
べ
て
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

区
で
は
、
子
育
て
の
悩
み
や
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

様
々
な
相
談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
個
人
の
秘
密
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

子
育
て
と

栄
養
相
談

子
育
て
と
栄
養
に

つ
い
て
の
悩
み
に

乳
幼
児
の
育
児
・
栄
養
な
ど
発
育
。

5
埋
に
つ
い
て
の
不
安
や
疑
問
に
応
え

樂
y
。ま
た
、孟
『
て
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
や
仲
閧
づ
く
り
の
場
の
提
供
も

し
て
い
嫐
冢

日
程
凵
毎
月
―
～
2

回
。1
9一
月
は
表
1

り
と
お
り
。
毎
月
の
予
定
は
あ
だ
ち
広

報
2
5日
号
(

健
康
カ
レ
ン
ダ
士

で
お

知
ら
せ
し
て
い
ネ
歹
。

※
そ
の
ほ
か
に

、
電
話
と
来
所
等
に
よ

る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
串
歹

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

容
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

千
住
保
健
所昔

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

江
北
保
健
相
談
所

昔
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

東
和
保
健
相
談
所

容
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

中
央
本
町
保
健
相
談
所

`
‘
(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

▲ 計測も行います

表112 月の子育てと栄養相談

※ 千住保健所と中矢本町保刪 匝炎所の12月分は
柊了。1 月分まあだち広報I Z月Z5日号 コー

教
育
相
談

し
つ
け
や

学
校
の
悩
み
に

教
育
・
心
理
の
専
門
相
談
員
が
お
子

さ
ん
と
t
の
保
護
者
か
ら
の
教
育
に
関

す
る
悩
み
に
応
え
る
の
が
教
育
相
談
で

す
。
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
の
相
談

に
は
、
個
別
の
面
接
相
談
だ
け
で
な
く

集
団
に
適
応
す
る
た
め
の
グ
ル
ー
プ
活

動
や
基
礎
学
力
を
禰
充
す
る
学
習
活
動

を
小
・
中
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
の

た
め
に
、
気
軽
で
迅
速
に
応
え
ら
れ
る

電
話
相
談
も
あ
り
ま
す
。

□
面
接
相
談

日
時
卜
毎
週
月
卜
金
曜
日
、午
前
9
時
～

午
後
5
時

対
象
卜
幼
児
～
高
校
生

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内
容
卜
子

ど
も
の
し
つ
け
、
不
登
校
、
性
格
、
学

業
な
ど
教
育
上
の
悩
み
や
心
配
ご
と

申
込
卜
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
教
育

研
究
所

登
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

綾
瀬
分
室

?
3
8
3
8
)
3
8
8

鹿
浜
分
室

゛
(
3
8
5
6
)
7
7
3
5

□
電
話
相
談

日
時
日
毎
週
月
人
虚
日
、午
前
9
時

～
午
後
4
時
3
0
分
問
先
卜
教
育
研
究

所
昔
(
3
8
8
4
)
7
a
7

就
学
相
談

心
身
障
害
児
の
教

育
の
場
の
選
択
に

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る
心

身
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ

ん
の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
の
障
害
や
発
運
の
状
況
に
応

じ
、
篩遏
な
教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め

た
ら
よ
い
か
、
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。

日
時
卜
毎
週
月
盂
薩
日
、午
前
9
時

～
午
後
5
時
申
込
卜
電
話
場
・
申

・
問
先
卜
教
育
研
究
所
就
学
相
談
担
当
　
　
　
　

登
(
a
5
9
)
9
～
I

発
達
相
談

発
達
の
遅
れ
が

心
配
な
と
き
に

言
葉
の
遅
れ
、
友
達
と
遊
べ
な
い
、

聴
力
に
心
配
が
あ
る
な
ど
乳
幼
児
の
発

達
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
目
毎
週
月
～
金
曜
日
、午
前
9
時

～
午
後
5
時
場
・
申
・
問
先
=
東
部

障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児
指
導
係

昔
(
a
4
9
)
1
3
7
9

お気軽にご相談を!
子育てアドバイザー

子
育
て
の
相
談
に
応
え
る

の
は
区
役
所
の
相
談
窓
口
だ

け
で
は
あ
n
ま
せ
ん
。
区
の

養
成
講
座
を
修
了
し
た
区
民

の
方
が
、「子
育
て
ア
ド
バ

イ
ザ
汢

と
し
て
活
動
中
で

す
。
か
つ
て
の
「近
所
の
お

じ
さ
ん
、
お
ぼ
兄

」
の
役

割
を
は
た
す
身
認
箱
談
相

手
と
し
て
、
子
育
て
支
援
事

業
(
表
2
)
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問
先
卜
家
庭
教
育
推

進
担
当

{
。
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

奔フ 子音アアドバメ廿一の命
▽乳幼児の相談

▽ 乳幼児から中学生までの相談

表3 その他の区の子育て相談もご利用< ださい

地域の方の子育て相談もあります

今号の主な内容
2
・
3
面
マ
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
介
護
保
険
Q
&
A
/
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
健
康
術

4
・
5
面
マ
整
備
進
む
舎
人
公
園
/
学
童
保
育
室
入
室
児
童
募
集
/
訪
問

第

六
建
設
事
務
所
/
学
校
ア
ル
バ
ム

6
・
7
面
▽
く
ら
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
/
掲
示

板
/
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ

8
面
▽
▽
▽
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し
/
い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
/
花
だ

よ
り
/
ス
ケ
ッ
チ

平
成
1
0年
4
月
1
日

足
立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
施
行

た
ば
こ
・
空
き
缶
・
ガ
ム
・
紕
く
ず
な
ど
の

ポ
イ
捨
て
、
犬
の
ふ
ん
の
放
置
は
区
内
全
域
で

禁
止
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
で
き
れ
い
な
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
先
=
地
域
振
興
課
美
化
推
進

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

間
違
い
電
話
を
か
け
て
ま
せ
ん
か

区
役
所
の
番
号
と
間
違
え
て
電
話
が
か
か
り

、
大
変
迷

惑
を
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。
区
役
所
へ
お
か
け
の
際
は
、

番
号
を
確
認
の
う
え
お
か
け
く
だ
さ
い

。

区
役
所
は
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

◎ 区の 木…さくら / 区 の花 … チュ ーリッ プ
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保

健
福

祉

ガイド

(親
)医
療
費
助
成
制
度

□
蓉
医
療
証
を
送
り
ま
す

魯
医
療
証
受
給
者
で
現
況
届
を
提
出

し
て
い
る
方
に
、1
月
1
ほ
か
ら
使
用

す
る
s
医
療
証
を
1
2
月
2
1
日
に
発
送
し

求
歹
。
ま
だ
現
況
届
を
提
出
し
て
い
な

い
方
は
、
至
急
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

所
得
が
奎
子
屆
哭
資
格
消
滅
す
る
方

に
は
、1
月
初
旬
に
通
知
敷
侭
胃
じ

ホ
歹
。
ま
た
、9
年
に
は
所
得
の
基
準

を
超
え
て
い
た
方
で
、1
0年
は
該
当
す

る
方
は
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

□
所
得
制
限
額
の
変
更
に
つ
い
て

1
月
―
日
以
降
の
対
象
分
か
ら
所
得

制
限
額
が
寰
冐
ま
す
。(
表
1
)

問
先
卜
児
囂
医
療
係

表110 年度所得限度額( 9 年中の所得)

保
育
園
児
を
募
集
し
て
い
ま
す

1
1年
4
月
の
入
園
・
転
園

お
子
さ
ん
の
新
規
入
園
を
顋
罟
れ

る
方
や
、
住
所
の
移
動
な
ど
に
よ
る
転

園
を
希
望
百
れ
る
方
の
申
し
込
み
夲
戞

け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間
=
1
2月
1
5

日
ま
で
(
申
込
書
は
各
福
祉
事
務
所
、

各
保
育
園
吏
ぽ
区
民
事
務
所
の
窓
口

で
配
布
)

受
付
場
所
卩
住
所
地
を
担

当
す
る
榻
祉
事
務
所
祁
皈
茖
保
育
園

申
込
に
必
要
な
も
の
卜
9
年
分
所
得

税
額
が
わ
か
る
も
の

黴
泉
徴
収
票
ま

た
は
確
定
申
告
書
控
え
)
。1
0年
分
所

得
税
が
確
定
し
だ
い
、1
0年
分
の
も
の

を
提
出
/
1
0年
度
固
定
資
産
税
を
証
明

す
る
書
類
(
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

み
)
/
印
鑑

問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(

表
2
)

ね
た
き
り
高
齢
者
寝
具
丸
洗
い
乾
燥
消
毒

高
齢
者
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
在

宅
で
ね
た
き
り
の
高
齢
者
の
方
に
対
し

て
、
年
2
回
の
寝
具
丸
洗
い
、
年
1
0回

の
寝
具
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

申
・
問
先
卜
各
福
祉
事
務

所
(
表
2
)

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

身
近
な
仕
事

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
方
々
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識

・
経
験
・
技
咄
を
い
か
し
て
、
次
の
よ

う
尽
仕
禀
を
し
て
い
ま
す
。
内
容
卜
毛

筆
の
あ
て
名
書
き
・
大
工
・
塗
装
・
除

草
・
清
掃
・
チ
ラ
シ
等
の
配
布
・
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス

※
そ
の
ほ
か
色
々
な

仕
事
を
引
声
旻
け
嫐
歹
。
お
仕
事
を
お

待
ち
し
て
い
祟
歹
。

申
込
卜
電
話

問
先
卜
㈹
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

昔
(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

定例払月です
・高齢者福祉手当
・人工肛門用装具等購
入費助成金

・難病患者福祉手当
・心身障害者福祉手当
( 区制度)

□
高
齢
者
福
祉
手
当

1
2
月
2
5
日
ヽ
」
ろ
に
8
月
～
H
月
分
手

当
を
振
ひ
込
み
ま
す
。

□
人
工
肛
門
用
装
具
等
購
入
費
助
成
金

D一
月
2
5日
ご
ろ
に
助
成
金
を
振
ひ
込

み
ま
す
。
表
3
に
該
当
す
る
万
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

□
心
身
障
客
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

・
難
病
患
者
福
祉
手
当

1
2月
2
5貶

」ろ
に
手
当
を
振
ひ
込
み

嫐
歹
。
表
4
、
表
5
に
該
垈
灸
芳
で

申
請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
手
堕
審

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

-
い
ず
れ
も
匚

申
・
問
先
日
在
宅
福
祉
係
ま
仭
言

福

祉
事
務
所
(
表
2
)

表2 福祉事務所一覧

表3 人工肛門用装具等購入費助成金

表4 心身障害者福祉手当

表5 難病患者福祉手当

介
護
保
険
Q
&
A

第5 回

要
介
護
認
定
の
調
査
と
判
定

q
要
介
護
認
定
の
調
査
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
で
す
か
。

A
.
ま
ず
、
申
請
を
鷽
け
る
と
、
区
の

職
員
や
区
か
ら
委
託
を
翼
g

芥
護
支

援
専
門
員
が
畧
葷
で
訪
問
調
査
に
伺

い
ま
す
。
心
身
の
様
子
、
食
事
や
入
浴

な
ど
の
日
常
‘
{底
の
様
子
か
面
接
調
査

し
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
に
は
、
心
身

の
障
害
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
男
気
や

負
傷
に
関
す
る
意
見
、
医
学
的
な
管
理

の
必
要
惴
き
を
番
い
て
い
た
だ
膏
汞

す
。
か
か
り
つ
け
医
の
い
な
い
方
は
、

申
請
の
窓
口
で
診
断
を
受
け
る
医
師
を

紹
介
し
嫐
T
。

q

要
介
護
認
定
の
判
定
は
?

A
.
面
接
調
査
の
結
果
と
、
か
か
り
つ

け
医
の
意
見
書
が
介
護
認
定
審
査
会
に

提
出
套
‥
廖
歹
。
介
護
認
定
審
査
会
で

は
、
ま
ず
介
護
保
険
の
対
象
に
な
'
(
y
か

ど
冫
か
の
蚤
翦
か
あ
り
、
そ
の
方
が
ど

の
く
ら
い
の
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

か
と
り
つ
、
要
介
護
度
の
判
定
が
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
「
要
支
援
、
要

介
護
度
1
～
5
、
非
該
当
」
の
判
定
が

あ
り
、
申
請
の
日
か
ら

、
3
0日
以
内
に

通
知
が
屋

チ

。
要
支
援
・
要
介
護
度

ご
と
に

、
介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
金

額
が
決
ま
n
ま

す

。
要
介
護
認
定
は
、

そ
の
申
請
の
あ
っ
た
日
に
さ
か
の
ぼ
っ

て
有
効
に
な
り
汞
y
。

Q
.
状
況
が
変
化
し
た
と
き
は
ど
う
な

る
の
で
す
か
。

A
.
介
護
を
必
晋
争
る
人
の
身
体
の

～

め

一
定
期
間
(
6

ヵ
月
程
度
)
ご
と
に
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
、
再
憲
瑟
符
い
ま
す
。

ま
た
、
期
間
内
で
も
状
態
が
豕
髮
湮

ど
の
必
要
に
応
じ
て
変
更
の
申
請
が
で

堂
紊

。

※
次
回
は
、
要
介
護
認
定
の
基
準
と
サ

ー
ビ
ス
標
準
例
を
靡
し
く
お
知
ら
せ
し

圭
t
y
問
先
日
介
護
保
険
課

2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
か
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

登
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

簡単な仕事で高収入?

内職商
法

に

ご 用心
!

長引く不況のな か、少し

でも 収入をと、内職を求め

る人が増えていますが、そ
んな心理につけ込んだ悪質

商法の被害が多発し ていま

す。

□
具
体
例
で
み
る
と

例
1

‥
新
聞
の
チ
ラ
シ
に
「
バ
ソ
コ

ン
奎
菁
任
事
で
月
収
5
0万
円
な
あ
　

り
、
説
明
会
に
行
っ
た
。「ま
ず
パ
ソ

コ
ン
を
買
っ
て
、
操
作
了
忌
い
人
は

パ
ソ
コ
ン
教
室
に
通
い
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
閧
い
て
広
告
を
と
る
と
、L
件
に

つ
き
9
万
円
の
単
数
料
が
入
る
」
と
言

わ
れ
、1
4
0
万
円
の
パ
ソ
コ
ン
と
パ
ソ
コ

ン
教
室
の
契
約
を
し
た
。
し
か
し
、
よ

く
考
え
て
み
た
ら
教
室
に
通
う
時
間
も

な
く
、
支
払
い
も
困
難
な
の
で
解
約
し

た
い
。

蔀
歳
・
主
婦
)
　

例
2

‥求
人
広
告
で

「在
宅
テ
ー
プ

リ
ラ
イ
タ
ー
印
芬
テ
ー
プ
ー
万
5
千
円

恚

と
あ
り
、
問
い
合
わ
せ
た
ら
、
受

験
料
5
千
円
膏
台
て
試
験
岑
受
け
る
'

ぶ
つ
言
わ
れ
た
。
受
験
結
果
は
交
箍
　

だ
っ
た
が
1
時
間
3
千
円
の
講
庫
否
1
2
　

回
受
講
す
る
と
仕
事
が
も
ら
え
I

い

う
の
で
受
講
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

仕
事
を
し
た
ら
ら
芬
の
テ
ー
プ
夲
聞
き
、

書
き
起
こ
す
の
に
1
時
間
か
か
っ
た
。

そ
の
上
6
0
分
テ
ー
プ
で
2
0
ヵ
所
ミ
ス
す

忝
と
代
令
ほ
も
ら
凡
ず
、
か
わ
り
に
1
0

万
円
払
・
4
郢
さ
し
い
テ
ー
プ
を
豕
わ

す
と
言
つ
。さ
ら
に
、登
録
料
は
無
料

だ
が
契
約
は
L
年
で
更
新
時
に
1
万
円

の
更
新
料
が
か
か
る
と
一
言
わ
れ
た
が
信

用
で
齊
侭
豕
(
3
9
歳
・
主
婦
)
　

景
気
低
迷
の
昨
今
、新
聞
・
雑
誌
や

チ
ラ
シ
広
告
に
は
「ワ
ー
プ
ロ
清
書
」

や
「
あ
て
名
書
き
」
等
さ
ま
ざ
袤
な
内
職

の
募
集
が
目
立
ち
豕
y
。
な
か
で
も
「
在

宅
で
で
き
る
仕
事
」
は
主
婦
に
と
っ
て

魅
力
で
す
が
、
広
告
に
あ
る
よ
う
な

「
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
て
高
収
入
が

得
叭
れ
る
」
う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

事
例
の
ぶ
つ
に
、
内
職
で
収
入
を
得

る
た
め
に
説
明
会
に
行
っ
た
の
に
、
ま

だ
仕
巒
芒
な
い
う
ち
に
聊
矚
入
や

講
座
の
受
講
で
高
額
な
支
払
い
契
約
を

す
る
の
は
お
か
し
い
こ
と
で
す
。

□
新
聞
・
雑
誌
広
告
を
ぶ
の
み
"
に

し
な
い
で

「
今
時
、
y
尢
な
い
い
条
件
の
仕
事
は

な
い
」
「
す
ぐ
申
し
込
ま
な
い
と
空
き

が
な
く
な
烝
等
と
霹
?
父
と
、
つ

い
契
約
U
た
く
な
口
t
t
か
、
悪
質
な

業
者
に
と
っ
て
は
そ
こ
が
徂
い
目
で
す
。

求
人
広
告
で
。
自
分
か
ら
行
っ
て
契
約

し
た
燮
に、
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
は
で

癶
汞
せ
ん
。

□
ト
ーフ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に

内
職
の
契
約
夸
す
る
と
き
は
、

▽
急
手
龠
る
話
や
、
強
引
な
懃
誘
で

契
約
を
迫
っ
た
り
。支
払
い
を
急
が

せ
る
業
者
は
要
注
意
。

▽
本
当
に
自
分
に
て
膏
る
仕
事
か
、
も

う
一
度
よ
く
考
え
る
。

▽
働
く
前
に
支
払
い
が
必
要
な
機
器
の

購
入
費
や
講
座
受
講
料
な
ど
ほ
、
す

ぐ
そ
の
場
で
は
支
払
む
な
い
。

マ
契
約
書
の
内
容
豪
ぷ
く
確
認
し
、
安

易
に
署
名
捺
印
レ
な
い
。

何
か
疑
問
に
思
っ
た
ら
。
す
ぐ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
卜
午
前
9
時
～

午
後
4
時
4
5分

問
先
卜
消
費
者
セ

ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
)
5
3
8
0



1998 年( 平成10 年) 12 月10 日 あ だ ち 広 報 第1225 号( 3)

歯
周
病
予
防
教
室

(
3
日
制
)

口
臭
予
防
で

さ
わ
や
か
ラ
イ
フ

気
に
な
る
口
臭
、
ど
う
し
て
出
る
?

ど
う
防
ぐ
?

歯
周
病
予
防
も
含
め
、

楽
し
く
学
習
し
ま
し
ょ
う
。日
程
等
卜

表
6

定
員
日
3
0人
(
先
着
順
)

費
用

卜
無
料

申
込
卜
電
話
ま
た
ほ
直
接
窓

口
へ

場
・
申
・
問
先
卜
足
立
保
健
所

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

表6 歯周病予防教室

※ 時間はいずれも午後1時30分～3時30分。
各回ともグループワ ークが あります

歯
周
病
健
診
(
無
料
)

い
つ
ま
で
も
自
分
の
歯
で
、食
べ
た

り
、会
話
黔
薬
し
む
た
め
に
8
0
歳
で
2
0

本
の
歯
を
保
と
う
と
い
う
「8
0
2
0

(
(
チ
マ
ル
ニ
ー
マ
ル
)
運
動
」
を
推

進
し
て
い
求
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

歯
周
訶
を
中
心
と
し
た
成
人
歯
科
健
診

鋩
「
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
期

間
八
丿
年
3
月
3
1
日
ま
で
場
所
卜
区

内
実
施
歯
科
医
院
対
象
卜
4
0
歳
～
6
0

歳
ま
で
の
区
民

※
現
在
歯
ぐ
き
が
腫

れ
て
い
公
営
の
急
性
症
状
の
あ
る
方

は
除
く
内
容
H
歯
周
病
等
の
検
査

(
歯
ぐ
き
や
歯
石
の
チ
ェ
ッ
ク
)
定

員
卜
頭
人
(
先
着
順
)
費
用
卜
無
料

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
「
歯
周
訶
健

診
希
望
」
と
明
記
※
後
日
、
受
診
票

と
案
内
を
送
付
申
・
問
先
日
〒
1
2
0
・

8
5
1
a
中
央
本
町
1
1
1
7
-
1
保

健
予
防
係

1
2月
2
2日
は

ゆ
ず
湯
で
!

子

ど

も

と

高
齢

者

の

方
に

区

内

の

銭
湯

を

無

料

開

放

1
2月
2
2日
脚
は
冬
至
で
ゅ
ず
湯
の
日

で
す
。
子
ど
も
(
1
9一
歳
以
下
)

と
咼
齡

者
(
6
5
歳
以

上
)
の
区
民
の
万
は
無
料

で
区
内
の
銭
湯
に
入
浴
で
き
ま
す
。

当
日
、
フ
ロ
ン
ト
(

番
台
)
で
年
齢

素

吁

る
が
け
で
利
用
蓄

荼

す
。
ゆ

ず
の
香
ひ
の
お
風
呂
が
待
っ
て
い
巫

え

問
先
日
保
健
管
理
課
管
理
係

危
険
!

ふ
ぐ
の
素
人
調
理

い
よ
い
よ
ふ
ぐ
の
お
い
し
く
な
る
季

節
で
す
。
し
か
し
、
お
い
し
い
反
面
猛

毒
を
痔
つ
て
い
る
た
め
、
正
し
い
調
理

を
し
な
い
と
食
中
毒
を
お
こ
し
、
死
に

至
る
樊
[
も
あ
口
ま
す
。
釣
つ
て
き
た

ふ
ぐ
を
素
人
が
調
理
し
て
、
知
人
や
家

筌
籌
菩
込
む
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。東

京
都
で
は
条
例
に
よ
り
「
ふ
ぐ
調

理
師
」
だ
け
に
調
理
を
認
め
、
ふ
ぐ
を

取
り
扱
う
飲
食
店
に
は
「
認
証
書
」
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

問
先
卜
足
立
保

健
所登

(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(

直
通
)

千
住
保
健
所a

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

医
療
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ

年
末
届
け
を
お
忘
れ
な
く

こ
の
届
け
出
は
医
師
法
等
の
規
定
に

よ
り
医
療
従
事
者
の
分
布
お
よ
(
談
業

の
実
能
否
把
握
す
る
y
にと
を
目
的
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
こ
の
届

け
出
の
年
に
当
た
ひ
豕
す
の
で
、
該
当

の
方
は
活
け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
ト
マ
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
(

現
在
業
務
に
就
い
て
い
な
い
方
は
住

所
地
の
保
健
所
に
届
出
し
て
く
だ
さ

い
)
マ
都
内
で
業
務
に
従
事
し
て
い
る

保
健
婦
壬
)
・
助
産
婦
・
看
護
婦
(士

准
看
護
婦

壬
)
・
歯
科
衛
生
士
・
歯

科
技
工
士

調
査
日
H
1
2月
3
1日
現
在

期
限
卜
1
月
1
8日

※
届
出
用
紙
は
1
2

月
中
旬
に
千
住
・
足
立
保
健
所
で
配
布
。

な
お
、
医
療
関
係
施
設
へ
は
保
健
所
か

ら
直
接
用
紙
を
郵
送

問
先
卜
千
住
保

健
所
S
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

ワンポイント健康術
【ジョギング 】

ジョギングはエアロビクスや水泳と同じ有酸素運動として
全身の持久力向上や体脂肪の減少に有効な手段です。正しい
知識を身に付けて自然の中を気持ちよくジョギングしてみま
せんか! ※ ジョギングをするときは。準備運動・整理運動を
しっかり行い。体温が急激に変化しないように服装に気をつ
けてください。また、心臓疾患のある方は医師の診断を受け
てください

□ ジョギングとは
両足が地面を離れる瞬間が

あり、歩幅は身長の約2分の
1近くになり、衝撃度は体重の3～4倍程度かかります。

ジョグとは「とぼとぼ歩く」の意味です。競争しないでマ
イペースでゆっくり長くがジ
ョギングの基本です。

□ こんな効果があります
( 1)心臓や肺の機能を高め持久
力がつく
( 2)脂肪を燃焼し、肥満を解消
する
( 3)全身の筋力アップで、腰痛
予防になる
( 4)脳を刺激し、老化を防ぐ
( 5)血圧の改善やストレスの解
消ができる

□ ジョギングのポイント
( 1)運動前に脈拍をはかり、その日の体調をチェックしてお
きましょう。
( 2) 会話が楽な「にこにこペース」1分間に120～150mのス
ピード
( 3)公園などの景色や仲間との
会話を楽しむと、時間が長く
感じません。

□ 区内のジョ ギングお すすめ
ポン イト
見沼代親水公 園 都立舎

人公園 レ荒川 河川敷 元
溯江公園D 総 合スポーツセ
ンター多目的広 場外周コース
レ 都立柬綾瀬公園D 千住ス
ポーツ公園 し>都立中 川公園

《体育課》

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

人
権
の
尊
重

世
界
人
権
宣
言
は
、
4
4
8

年
(

昭
和
2
3年
)
第
3
回
国
連
総
会
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
採
択
か
ら
5
0

周
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の
一昔
ほ

、
基

本
的
人
権
茹
爲
)
自
由
を
濕
守
し
確
保

す
る
た
め
に
、
世
界
の
す
べ
て
の
人
々

と
す
べ
て
の
国
が
達
成
す
べ
き
共
通
の

目
標
を
定
め
た
も
の
で
す
。

「
人
類
籵
簽
の
す
べ
て
の
構
成
員
の

固
有
の
尊
厳
と
平
等
で
譲
る
こ
と
の
で

忝
な
い
権
利
と
を
承
認
す
る
こ
と
は
、

世
界
に
お
け
る
月
由
、
正
義
及
び
平
和

の
基
礎
で
必
勺
」
箭
文
)
。

「す
べ
て
の
人
は
、
人
種
、
皮
膚
の
色
、

性
、
謚
諳
、
宗
教
、
政
治
上
そ
の
他
の

意
見
、
国
民
的
若
し
く
は
社
会
的
出
身
、

財
産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
ま
た
は
こ

れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る
差

別
を
も
受
け
る
こ
と
な
ぐ
、こ
の
一旦
言

に
想
以
于
べ
て
の
権
利
と
目
由
と
を

享
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
(
第
2
条
)
。

こ
の
ぶ
つ
に
、
す
べ
て
の
人
々
が
基

本
的
人
権
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
認
め

合
い
、
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
を
国
連
の
場
で
多
是
め
て
認
識
し

合
つ
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
5
0年
の
間
、
戦
争
や

人
権
侵
害
は
残
廖
な
が
ら
消
え
る
こ
と

は
あ
O
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
う
に処
中
、
1
9
9
4

年
(
平
成

6
年
)
第
4
9
回
国
連
総
会
で
1
9
9
5

8
2
0
0
4
年
を
「
人
権
教
育
の
た
め

の
国
連
1
0
年
」
と
宣
言
し
。
「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
1
0
年
」
に
よ
っ
て
世

界
人
情
昌
言
に
叨
y
さ
れ
て
い
る
規
範
。

主
義
お
よ
び
価
値
を
よ
ひ
深
く
認
識
し

理
解
す
る
と
い
う
'
」
と
を
基
本
方
針
と

し
て
い
ホ
y
。

政
府
は
昨
年
の
で
月
に
「
人
権
教
育

の
た
め
の
国
連
1
0年
」
に
関
す
る
国
内

行
動
計
画
素
跫
し
、
同
和
問
題
を
ほ

じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

害
者
、
ア
イ
ヌ
9
(
々
、
外
国
人
等
の

婁
諌
題
に
積
極
的
に
取
り
組
な
左

を
俣
め
ま
し
た
。

○
問
い
合
わ
せ
は
、
同
和
対
策
扣
当
へ

特 別 区 制 度 改 革

区が行う仕事　その( 7)
清掃シ リーズ「清掃事務所( 2)」
ご み収集 のエ キスパートⅡ

□
「
ふ
れ
あ
い
指
導
」
を
開
始

集
積
所
へ
の
不
法
投
棄
や
、
ご
み
の

不
分
別
、
資
源
物
の
ご
み
へ
の
混
入
な

ど
、
ご
み
の
排
出
に
関
す
る
ル
ー
ル
違

反
が
多
く
発
生
し
て
い
ホ
罵

そ
の
た
め
、
清
掃
事
務
所
で
は
、
ル

ー
ル
違
反
ご
み
の
調
査
・
指
導
、
不
法

投
棄
物
の
調
査
、
そ
の
ほ
か
皆
六
ん
か

ら
の
苦
情
・
要
望
等
に
対
し
て
素
早
い

対
応
を
行
う
た
め
、「
ふ
れ
あ
い
指
導

班
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

ご
み
に
関
す
る
不
明
な
点
は
、
水
色

の
作
業
服
を
着
た
清
掃
事
務
所
の
職
員

に
、
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

□
ご
み
の
中
に
危
険
物

ご
み
収
集
の
作
業
中
に
は
、
切
り
傷

や
刺
し
傴
な
ど
の
職
員
の
吐
印
や
収
集

車
の
火
災
事
駄
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
事
故
の
な
か
に
は
、
皆
さ

ん
が
ご
み
を
出
す
と
き
逗
`
を
付
け
て

い
た
だ
け
れ
ば
防
げ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
例
え
ぼ
、
ガ
ラ
ス
や
セ
ト
モ
ノ
の

箍
れ
た
も
の
や
竹
や
鉄
の
串
は
。
新
聞

紙
に
包
ん
で
危
険
物
と
表
示
す
る
、
ス

プ
レ
ー
缶
は
、
完
全
に
使
い
き
り
穴
を

開
け
る
、
ラ
イ
タ
ー
も
完
全
に
使
い
切

る
な
ど
で
す
。

□
年
末
・
年
始
は
、
ご
み
増
大

足
立
区
の
普
段
1
日
の
収
集
量
は
、

可
燃
・
不
燃
ご
み
で
6
0
0
t前後
の
と
こ

ろ
、1
2月
2
8
Eか
ら
3
0日
に
か
け
て
は
、

日
量
8
0
0
tから
ま
予
t
に
も
増
大
し
ま

す
。そ

の
た
め
、1
2月
9
1一日
か
ら
3
0日
ま

で
は
、
祝
日
も
収
集
を
行
い
、
ご
み
を

ま
ち
に
残
さ
な
い
ぷ
つ
努
力
し
て
い
ま

す

介
鳳
蒋
採
み
ま
す
)
。

年
末
の
ご
み
は
、
で
き
る
だ
け
計
画

的
に
分
け
て
出
す
ぷ
つ
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
先
卜
足
立
東
清
掃
事
務
所

昔
(
3
8
8
9
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

容
(
3
8
5
3
)
2
1
4
1

区
・
企
画
部
移
管
準
備
縉
当

資源循環牛 ヤラクター
「めぐりん」

1
2
月
1
1
日
～
2
0
日

年
末
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

今
回
(
¥

ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
重
点
は
I

「
高
齢
者
と
若
者
の
交
通
事
故
防
止

」
2

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
」

の
2

点
で
す
。

1
0月
3
1
日
現
在
、
都
内
ア
ほ

す
で
に
2
8
3

人
の
方
が
交
通
事
故
で
亡
て

な
っ
て

い
ま
す

。
前
年
同
期
に
比
べ
死
者
数
は

若
干
減
少
し

、
発
生
件
数
・
負
傷
者
数

に
つ
い
て
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

。

ま
た
、
。
区
内
で
は
い
1
1
人
の
万
が
亡
ぐ

な
っ
て
い
ネ
y
。
こ
れ
ら
の
事
故
は
、

歩
行
中
叉

、
自
転
車
乗
用
中
叉

、

二
輪
車
乗
車
中
4

人
、
四
輔
車
乗
車
中

―
人

、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
死
亡
事
故
の
原
因
を
み
る

と
、
横
断
`
m
場
所
で
の
横
断
、
信
号

無
袒
な

ど
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
な
い
こ
と
が

、
み
つ
け
ら
れ

串
罵

交
通
事
故
に
遭
わ

な
い

、
起
こ

さ
な
い
た
め
に
は

、

ワ
道
路
岑
横
断
す
忝
と
き
は
、
信
号
は

必
ず
守
り
、
左
右
の
安
全
か
確
認
し
ま

し
ょ
う

。
横
断
歩
道
以
外
で
の
横
断
等

は
や
め
ま
し
ょ
う

。

マ
ニ
輪
車
は
カ
ー

ブ
の
手
前
で
は
十
分

減
速
し
、
無
聊
尽
追
い
越
し
や
進
路
変

更
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▽
四
輪
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
必
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
{螽
一め
、
狹
い
道
で
は

ス
ピ
エ
ぶ
干
分
落
と
し
ま
し
ょ
う
。

例
年
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
て
交

通
事
剪
は
増
加
し
ネ
罵

昨
年
、
区
内

で
は
1
1・
1
2月
だ
け
で
5
3
4件も
の
交
通

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
飲
酒
の
機
会

も
増
ぺ

特
に
夜
間
の
事
故
は
直
接
死

亡
事
故
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
交
通
事
故
を
無
く
す
の
は
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
守
る
こ
と
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
ご

家
族
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

▽
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

マ
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
必
ず
締
め
ま
し
ょ

う
マ
夜
間
は
反
射
材
を
活
用
し
、
暗
く
て

も
目
立
つ
ぷ
つ
に
」汲
し
ょ
う

問
先
=
交
通
安
全
係

千
住
警
察
署
登
(
3
8
7
9
)
0
1
ふ

西
新
井
警
察
署昔

(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署
容
(
3
6
2
0
)
0
1
ぶ

竹
の
狠
警
察
署公

(
3
8
5
0
)
0
1
1
0
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水と緑豊かな
オアシス 整備進む舎人公園

区内「こは舎人( 計画69. 5ha) 、東 綾瀬( 計圃17. 4ha) 、中川( 計画27. 6ha)
の 三つの 都立公 園があり ます 。この中 でも ひとき わ大き いの か舎人 公園 。
「レーガン 桜 」をはじ め7, 000 本を超 える樹 木か某り 、四 季の 草花 や池とと
も に散策 する人の 心を 和ませ 、テニ スや 野球の 音がこ だまする 、 まさ にオ
冫フシスで す。公 園内を 隅々ま で竟て 歩< と 、一日 があ つという 関 に過ぎ て
し まいま す。
今年は 、舎人公 園に 陸上競 技価や 噴水広 場、じ ゃぶじ ゃぶ 池など の新し

い 施設も オープン 。こ れからも 造成 は続き ます 。また 、昨年 着工し た日 ●
里 ・舎人 線の工 事が平 成15 年 度開業を 目指 して 進むなど 、日々 風 景が変容
し ていき ます。

舎
人
公
園
の
う
つ
り
か
わ
り

最
初
は
、
昭
和
1
5
年
に
防
空
大
緑
地

と
し
て
軻
1
0
2
h
か
都
市
計
画
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
約
1
0
1
h
ま
で
買
収
し
緑
地
化

さ
れ
次
し
た
か
。
昭
和
1
8
年
、
戦
時
中

の
食
科
増
産
の
必
麗
茘
ら
農
耕
地
に

転
用
さ
れ
声
卜
y
た
。
弐
芯
に
、
昭
和
2
1

年
の
晨
地
開
放
に
よ
皐
(

郎
分
の
約
9
6

臨
素

介

ま
し
た
。

昭
和
3
2
年
の

「
緑
地
」か
ら

良

凹

へ
肖

変
更
岑
ほ

じ
の
と
し
て
都
巾

計
團
に
関
す
る

変
更
を
阿
度
か
行
い
、

計
同

・面
峽
は

約
6
9・
5
h

と

な
り
ま
し

た
。
周
辺
が
次
第
に
都
巾
化
さ
れ
る
中
、

昭
和
4
4
年
ご
ろ
か
ら
用
地
取
得
を
始
め
、

現
在
◎は
印
・
8
h

を
嗄
保
、
5
0・
9
h

・拍

年
1
0月
1
0
囗
現
在
}

を
開
園
し
て

い
ホ
歹
。
ス
ポ

ー
ツ
に
レ

ジ
ャ
ー
、
自

然
観
察
な
ど
多
彩

な
楽
に
X
力

が
で
き

る
公
園
と
な
り

声
い
)た

。

現
在
、公
園
の
北
部
で
は
エ
亊
が
進

み
、芝
生
広
場
や
化
児
広
場
が
瘴
`
さ

れ
る
予
疋
で
す
。ほ
か
に
も
バ
ー
ド
ー

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
縟
・
烏
の
聖
域
)
や

セ
ミ
ナ
ー
(
ウ
ス
、駐
車
場
の
増
殿
な

煢
皆
冫
心
が
楽
し
ぐ
鴣
冤
る
燮
り
公

蓼
冐
揚
し
て
い
串
T
概
要
図
)
。

※
l
臨
ヘ
ク
タ
ー
ル
・
は
よ
力
㎡
。

孚
均
的
な
小
学
校
の
敷
地
は
l
h
で
す
。?

5
h
は
お
よ
そ
固
m
四
方
に
相
当

問
先
卜
都
・
辿
設
局
東
部
公
園
縁
地
亭

務
所

昔

莟

ぢ

よ
6
1
4
1

㈹

7
～
8
月
に
は
浮
球
の
池
で
水
遊
び

下
)
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池

(左
)
水
圧
で
球
が
浮
く

4
好
記
録
が
出
る
か
(
陸
上
竸
苻
璢
)

舎人公園概要図

▲ ちょっとした運動にも(
フィットネス広場)

1
眄
折
り
見

事
な
噴
水
が

(
流
れ
・
擒
水
)

□
壽
橇

初
・
)・メ
タ
セ
コ
イ
ア

、
ナ
ン

キ
ン
(
双

ク
ス

、
シ
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
、(

ナ
シ
ョ
ウ
ブ
、
ヒ
メ
ガ
マ
な
ど

□
ま
な
靨

柘
:

ギ
ン
ヤ
ン
マ

、
ウ
チ

ワ
ヤ
ン
マ

チ
ョ
ウ
ト
ン
ポ
、
シ
ョ
ウ

ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
、
ア
カ
ト
ン
ボ
類
、
ア

メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

、
プ
ル
ー
ギ
ル
、
フ

ナ
、コ
イ
、
バ
ン
、
ク
イ
ナ
、
オ
オ
ヨ

シ
キ
リ
、
カ
モ
顯
な
ど

レ
ー
ガ
ン
桜

叫
治
4
5
年
、
桜
曾

所
で

あ
っ
た
荒

川
堤
の

莎

裕

の
蔕
木
3

千
本
か
、
日

米
親
善
の
た
劭

畳

雨

か
ら
ア
メ
リ
カ

乙
粱

国
に
寄
旧
さ
れ
声

処

。
こ
の
苗

木
は
ワ
シ
ン
ト
ン
市
の
ポ
ト
マ
ッ
ク
回

畔
に
植
」尽
片

、
全
米
に
税
し
掫
れ
る

各
所
と

な
○
ま

し
た
。

一
方
、
足
寸
区
内
の
木
家
の
五
色
桜

は
堤
防
工
事
や
第
二
次
世
界
大
収
で
多

く
か
夭
い
、
昭
和
2
7
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン

市
か
ら
順
ら
れ
た
痳
な
y
泓
磋
え
て
復

晒
泥

胃

ま

し
た
が
、
そ
の

浚
、
公
害

な
ど
の
影
響
で

全
滅
し
て
し
ま
い
声

し

た
。昭

和
5
6
年
2
月
、
ナ
ン
シ
ー
・
レ
ー

ガ
ン
大
統
領
夫
人

Ξ

時
)

に
古

、

ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
か
ら
筒
た
1

本
の
桜

の

苗
木
か

、
日
米
友
好
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
日
本
国
民
に
贈
』片

市
C

た

。
こ

れ
を
昭
和
5
7
年
1
1月

に
区
制
5
0周
年
を

記
念
し
ベ

レ
ー
ガ
ン
桜
」
と

命
名
し

て
舎
人
公
園
に
噎
樹
し
ま
し
た
。

同
}
旨
。
多
く
の
方
々
の
尽
力
に

よ
口
約
3
干
本
の
校
木
か
里
帰
?
、

区
内
の
『公
園
や

学
校
な
ど
に
咀
え
八

声

処

。

春には涓躙のレーガン筱

舎人公園スポーツ施設利用案内

※ 年末年始( 12月29日～1月3日) を除く通年萍I U用できます
ほかにもプレイグラウンドや少年サッカー場( 無料) があります

舎人公園交通案内

舎人公園スポーツ施設および有料駐車場についてのお問い合わせは、
舎人公園管理所 舎人公園1- 1 容3857- 2308

「
舎
人
・
と
ね
り
」の
地
名
由
来
は
?

舎
人
公
園
は

、
町
名
の
卜
が
ら
は
舎

人
公
園
、
古
千
竚
、
西
伊
興
、
皿
沼
、

舎
人
町
、
入
谷
町

、
西
伊
眞
町
に
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
以
前
は
舎

人
公
刈
よ
り
も
北
に
茆
Q

舎
人
町

税

在
の
舎
人
一
上
(
丁
目
付
襤

の
飛
ぴ

地

な
只
在
す
る
場
所
で
し
た
。

西
人
は
、
区
内
で
伊
興
に
次
い
で
早

く
開
け
た
古
い
村
で
す
。
「
と
ね
り
」

に
つ
い
て
は
主
に
『
舎
人
親
◎
十
畄
庄

き
と
「
舎
人
h
佐
守
采
住
現
」
鉛

り
乖
ふ
、
ど
や
?
是
か
で
ほ
あ
り

ま
せ
ん
ご

夕

七

と
ト
ネ
け
と

い
う
n

の
地
名
が
あ
り
、
唆
に
昔
の

宮
中
の
職

名
に
あ
る
舎
人
の
漢
孑
晋
の
て
た
と
こ

ろ

、
剪

ヱ
の

説
が
生
衷

豺
丿

箚
羮
え

ら
れ
蚩

夕
。

◎飛
び
垉
は
、
新
Ⅲ
開
発
が
盛
ん
に
な

っ
な

江
戸
時
代
に
、
資
力
と
労
働
力
の

大
忝

か
っ
た
舎
人
村
が
湿
地
帯
に
次
々

と
入
賍
・
閧
糂
じ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ

必

移

れ
、
加
賀
や
哩
浜
ま
で
散
在

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
区

画
整
掏
な

ど
に
古

、
ほ
ど
瓦

と
か
そ

れ
ぞ
れ
の

町
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。

《
足
立
区
役
所
綟

・
亰

立
区
町
名
の
う

つ
り
か
わ
り
」
よ
旦

舎
人
公
園
に

ゴ
ミ
を
す
て
な
い
で
!
!

伊
興
小
6
年
生
が

看
板
を
設
置

1
0月
2
6日
、
尹
興
小
学
校
宮

年
生

り

み
ん
な
が
、
舎
人
公
園
予
定
池
内
の

道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
て
、
ポ
イ
捨
て

禁
止
の
舂
板
を
皀
て

ま
し
た
(
写
!

。

学
校
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
に
ご
フ
か

と
、
舎
人
公
園
付
近
の
貰
犀
麥
い
た
と

き
。
公
園
の
脇
の
ゴ
ミ
の
山
啻
扨
に
‘
、

思
わ
ず
(
W
J
2

な
あ
≒
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
、
み
ん
な
は
ゴ
ミ
に
つ
い
て
の

怱

零

し

声
卜
)た
。
放
置
さ
れ
な
コ
ミ

の
処
理
に
つ
い
て

、
区
の
酉
部
工

事
事

務
所
に
質
問
し
た
り

、
都
の
酒
掃
工
場

を
見
学
し
た
り
・
・
・
。
そ
の
締
?
り

が
、
こ
の
日
の
活
動
と
り
?
y
で
す
。

今
年
度
か
ら
、
「
足
立
区
ま
ち
を
き

れ
い
に
す
る
条
例
」
も
芦
竹
さ
れ
、
区

内
全
域
で
ポ
イ
捨
て
か
`
毘
さ
れ
て
い

ホ
罵
子
ど
石
た
ち
に
胸
を
慄
れ
る
き

れ
い
な
ま
ち
に
レ
た
い
で
y
ね
。

※
そ
の
呎
近
隣
の
方
々
の
協
力
で
、
必

要
性
窄
な
い
遼
哢
Ξ
部
通
行
止
め

に
す
る
な
ど
の
改
善
か
進
ん
で
い
ホ
y

募集
学
童
保
育
室

1
1年
度
4

月
入
室
児
童

申
込
対
象
卜
働
い
て
い
た
り
、
長
朗
の

男
気
な
ど
の
た
め
に
授
笑
終
亅
後
四

十

ど
石
の
面
倒
奮
か
る
こ
・
^
{
3で
浙
な

い

保
護
者

入
室
対
象

卜
4
月
か
全

学

―

征

干
3

年
生
に
な
る
子
ぐ

ヽ

定

員
卜
各
保
青
堅
哭
(

た
だ
し
、
一
部

定
屍
の
異
名
保
弯
室
か
あ
叮
t
l

・
`
用
n
子
ど
石
人
に
つ
膏
月
額
3
千

附
円
申
込
u
甲
請
膺
、
家
庭
状
況
票
、

勤
務
証
明
魯
等
啾

希
草

す
る
保
育
室

に
捉
出
。
愚
類
は
1
2
月
1
5日
か
ら
各
保

育
室
で
配
布

※
陛
柄
し
て
い
る
子
ど

も
で

継
続
し
て
入
室
夲
希
耀
す
る
助
合

も
卩
¥

続
き
が
必
要

申
込
期
間
'
1

月
5
日
～
1
9日

申
先
日
左
表

問

先
よ

蚕

保
育
係
ま
た
は
指
導
相
訟
係

a
(
3
8
8

殳
5
1
1
1

㈹

学童保育室一覧表

( 注1) ( 仮 称) 西 新 井 栄 町 住 区 セ ン タ ー の 申 請 受 付 は 、 西 新 井 区 民 事 務 所 へ

訪

問
第
六
建
設
事
務
所

□
安
全
で

快
適
な
環
境
の
な
め
に

里
(
建
設
事
務
所
は
、
譽
{
兀
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
准
蕗
、
同
川
、
棍
簗

の
建
及
・
維
痔
曾
理
を
し
て
い
る
都
・

慧
屁
の
出
先
機
関
で
す
。
`
讌
は
足

立
・
北
・
尿
川
?
区
。
同
じ
出
先
機

関
の

第
二
区
画
整
理
事
務
所

忌

局

庁

舎
に
な
っ
て
い
嫐
7

□
道
路
に
関
す
る
し
ご
と

笵
「

建
設
事
務
所
の

管
轄
は
、
街

路

灯
か

水
色
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に

。イ
チ

ョ
ウ
」
の
マ
ー
ク
か
9

衞

逎
3
0
路
線

、

延
長
約
圀
吻

争

。

低
騒
音
舗
装
工
事
か
戸
維

持
補
修
工

弔
の
ほ
か

、
都
市
別

鰹
垢
路
補
助
ぽ
弓

線

迂

北
か
ら
柔
和
ま
刄

耋

早

定
)

な
ど
各
所
で
用
地
買

収
や
街
路
築
造
エ

亊
も
行
っ
て
い
ま
す

。
袤
べ

逎
蹈
の

違
法
使
用
を
防
ぐ
た
め
に
巾
艇

指
導
も

し
て
い
ま
す

。

、□
河
川
に
関
す
る
し

ご
と

河
川
に
つ
い
て
は

、
骨
轄
内
の
隅
m

川

、
續
瀬
川

、
毛
長
川
を
埀
垤
し
て
い

ま
す

。
洪
水
な
ど
回

害
防
止
の
た
め

、

隅
田
川
に
ス
ー
パ

腮

圃

常
よ
り

蝙
の

広
い
堤
防
)
笳
整
備
し
た
り

、
毛

艮
川
に
護
岸
堤
防
を
築
い
て
い
ま
す

。

ホ
ペ

東
京
利
水
防
災
総
今
哨
報
シ
ス

テ
ム

「F
I
R
S
T

」
で
は

、
足
立
区

役
所
を
莟
め

た
多
く
の
官
公
7
と
ネ
ッ

ト
ー
ワ

ー
ク
膏
拓
び

。
気
象
哢
蔔
や
レ

ー
ダ
雨
量
な
ど
の
哢
報
収
集
・
巡
信
を

し
て
い
ま
す

。
安
全
の
た
め
に
転
落
防

止
冊
の
設
苣
補
修
や
河
川
敷
の

草
刈
り

も
行
つ
て
い
恚

慰

□
新
交
通

日
暮
里
・
舎
人
線

丕
(

建
設
亭
務
所
は

、
平
成
1
5年
度

開
通
を
日
指
す

、
新
交
通
シ
ス

テ
ム

「
日

曹
里
・
舎
人
線
」
の

建
設
工

事
も

進
め
て
い
ま
す

。
閲
俑
于
る
と

、
日
暮

里
駅
か

曾
愚

跼

親
水
公
園
駅
ま
で
1
3

駅
幻
1
0
㎞
を
竡
芬
で
結
び

、
大
淫

莉

に
な
n
ま

す

。

問
先
-
‥
笙
(
趣
設
亭
秘
所
不
住
朿
2
-

1
0
-
1
0
)S

(
3
8

～
)
1
1
5
1

合 同 斤 舎 の12 階 が 訛 六 建 設 事 務 所

「 イ チ ョ ウ 」 マ ー クが 都 道 の 目 印

学
校
ア
ル

バ

ム

千寿第五小学校
足立1- 13- 10

【
教
育
目
標
】

人
間
尊
重
の
精
神
を
基
調
と
し

、
心

身
と
も
に
健
爾

大

間
偉
釁
か
に
か
疋

ま
し
く
恚

策
兎

莖
の
育
成

、
お
よ
び

、

生
涯
に
幻

咨

自
ら
寸
簽

の
変
化
に
的

確
に
対
応
で

霤
Q
児
童
の
嚮
成
聚
の
さ

し

、
次
の
昆
7

設

定
す
る

。

(
1
)
ま

く
謇
逅

ん
で
学
ぶ
子

(
2
)仲
よ
く
助
け

合
う
孑

(
3
)明
る
く
た

く
ま
し
い
子

【
沿
革
】

マ
大
正
1
4
年
t
月
千
寿
第
五
尋
常
小

学
蟐

と
し
て

創
立

マ
昭
和
1
3年
1

月

稜
歌
制
定
(
文
部
省
認
定
第
1
号
)

∇
昭
和
2
2
年
4
月

千
寿
第
五
小
学
校
y

餃

称

▽
昭
和
2
7
竿
9

月

五
反
野

小
学
佼
分
離
開
校

▽
昭
和
2
8年
4

月

弥
生
小
学
校
分
際
開

校

▽
昭
和
3
5
年
4

月

第
L

期
鉄
筋

稜
舎
竣
工

※
以

凌
昭
和
4
6
年
a

月
ま
で
鉄
筋
校
合
増
築

マ
昭
和
3
7
年
1

月

心
譁
学
級
閧
設

マ
平

虞
7
年
m

月

創
立
7
0
岡
年
記
念

▽
平

成
9
年
8

月

パ
ソ
コ
ン
室
設
酋

▽
平
媽

耀
3

月
末
現
在

卒
業
生
総

数
L
乃
2

千
5
2
5人

▽
平
成
1
0
年
1
1月

現
庄
1
4

学
級

、
児
童
数
3
7
2天

【
凋
水
豊
校
長
先
生
か
ら
】

創
立
時
か
5
萱
刪
の
木
の
下
で
、

子
茫
召
ち
は
学
年
笳
a
元
て
心
気
に

遊
び
、恵
歌
的
に
孝
ん
で
い
幸
子
。特

苡
や
(
y
国
際
麗
解
教
育
に
加
え
、今
年

は
健
康
や
環
境
、手
話
や
点
字
な
ど
に

つ
い
て
調
べ
る
学
習
に
も
取
り
組
ん
で

い
ホ
t
焉

第四中学校
梅島1- 2- 33

【
教
育
目
標
】

国
際
化
、哢
報
化
、高
齢
化
等
淅
じ

い
竍
荅
変
化
の
中
で
忠
羣
-
生
徒
が
、

単
か
な
人
間
鏖
y
痔
ち
、信
頼
と
敬
愛

の
私
と

、
生
彦
苓

刀
の
萃
函
―

身
に
つ

け
豎
か
に
な

ふ

し
く
活
響

る
云

を
顧

つ
て

、
次
の
ほ
棟
夲
汲

定
す
る

。

(
1
)自
ら

学
千
(

(
2
)心
の
冫

つ
い
人

(
3
)
た
ぐ
ま
し
ぐ
牛
李
?
(

【
沿
革
】

V
昭
和
H

年
1

月

足
立
第
二
高
等
小

学
校
と
し
て
創
立

▽
昭
和
2
2
年
4
月

第
四
中
学
螟
と
し
て
旧
足
立
第
二
国
民

学
校
校
舎
に
聞
設

▽
昭
和
2
6
年
7
月

夜
間
準
叡
聞
設

▽
平
呎
6
年
5
月
6

・
7
年
度
文
部
省
布
ぷ
ぴ
区
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
利
用
研
究
指
定
校
に
な
(‘

▽
平
既
8
年
1
0月

創
立
5
0刷
年
記
念

▽
平
佩
岸
3
月
末
現
在

卒
業
生
総

歓
2
万
2
4
9
人

▽
平
成
1
0年
H
月
現
在
1
8

学
級
、
牛
徒
数
翻
人

慄
間
学
級
6

学
級
、7
8人

【
小
酉
照
明
校
長
先
生
か
ら
】

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
の
暖
か
い
ご

支
糯
吸
」協
力
の
も
ぺ

生
徒
た
ち
は

明
費

素
直
に
伸
び
伸
び
こ
阿
つ
て
い

圭
夕
。生
徒
の
持
つ
貝
さ
や
可
能
性
が

生
か
霤
れ
、
迎
如
面
と
又
化
面
の
両
方

で
、
乍
徒
か
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

□ 訂正とお わび あだち広 報11月S 日号、5 面に 誤りがありまし た。 次のとおり訂正しておわびし ます。【正】常磐新線は平成17 年度開業予定、日暮里・舎
人線は平成15年度開業予定です
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く

らし

の

情

報

年
金
・
国
保

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
年
金
保
険
料
は
、
萼
温
曾
が

納
期
曝
に于

。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
り
乖
包
将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
ゑ
答
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
お
子
心の
納
付
書
は
1
0

年
度
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
納
期
限
後

も
H
年
く
月
末
日
ま
で
便
え
ホ
歹
。

問
先
卜
国
民
年
金
課
保
険
料
係

年
金
教
育
資
金
貸
付

教
育
苣
賚
付
制
度
は
、
年
金
積
立

金
の
運
用
と
し
て
、
国
民
年
金
。
厚
生

年
金
の
被
保
険
者
に
対
し
て
、
高
校
、

大
学
等
の
入
学
訝
若
に
関
わ
る
貸
付

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
日
国

民
年
金
、
厚
生
年
金
の
被
保
険
者
で
あ

っ
て
、
加
入
期
間
が
合
算
し
て
1
0年
以

卜
函
り
、
過
去
2
年
間
す
べ
て
の
保
険

謦
螽
一
め
て
い
る
方
。
た
だ
し
年
収
千
2
1
0

万
円
以
内
(
事
業
所
得
者
に
つ
い
て

は
9
9
0万円
以
内
)
の
方

使
途
日
高
校
、

大
学

専
修
学
校
、
予
龠
校
、
各
種
学

校
に
入
学
、
J素
ほ
在
学
中
に
必
要
な

費
用

入
学
準
鰐
費
用
、
授
業
料

下

宿
代
、
受
験
料
、
在
学
中
の
国
民
年
金

保
険
料
等
)

限
度
額
日
用一
民
年
金
は
5
0

万
円
、
厚
生
年
金
は
圈
万
円

貸
付

利
率
=
年
利
2
3
%
返
済
期
間
り
8
年

以
内

申
先
卜
脚
社
会
保
険
福
祉
協
会

さ
(
3
5
9
5
)
3
2
5
7

問
先
卜
国
民
年
金
課
推
進
係

国
民
健
康
保
険

就
職
・
退
職
し
た
ら
手
続
き
を

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
外
国
籍

の
方
を
含
む
す
べ
て
の
方
は
、
必
ず
公

的
な
健
康
保
険
に
加
入
レ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
勤
務
先
の
健
康
保
険
等
(

社
会
保
険
等
)
に
加
入
し
て
い
な
い

方
は
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
が
必

脣
で
す
(
牛
活
保
護
受
給
中
の
方
、
在

留
期
聞
か
1
年
未
満
の
外
国
籍
の
方
は

除
ぐ
)
。

□
退
職
し
た
ら
加
入
の
手
続
き
を

会
誌
夕
籌
退
職
し
て
職
場
の
健
康

保
険
奮
脱
退
し
た
方
や
、
そ
の
扶
養
家

族
は
、
国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き

が
必
要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
た
曼
に
。

保
険
料
は
退
職
日
の
翌
日
ま
で
(
最
長

2
年
)
さ
か
の
ぼ
っ
て
か
か
9
手
か
、

医
療
給
付
は
原
則
と
し
て
さ
か
の
ぼ
ひ

ま
せ
ん
。
申
込
凵
職
場
の
健
康
保
険

を
や
め
た
証
明
書
(
資
格
喪
失
証
明
書
、

離
職
`
y
、
退
職
証
明
書
な
ど
、
や
め
た

月
日
が
確
認
で
瀲
る
も
の
)
/
届
出
人

の
印
鑑
/
家
族
が
す
で
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
は
、
国
民
健

康
保
険
証
/
7
0歳
未
満
の
方
で
、
厚
生

年
金
、
共
済
年
金
(
国
民
年
金
鷽
除
く
)

の
受
給
者
は
、
年
金
証
書
(
年
金
受
給

開
始
時
に
届
い
た
、
被
保
険
者
期
間
の

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
)
を
窓
口
に
持

参

※
届
出
人
が
代
聊
入
(
本
人
お
よ

び
同
一
世
帯
員
以
外
の
方
)
の
畳
-
は
、

保
険
証
は
翌
日
郵
送
と
な
ひ
ま
す

□
就
職
し
た
ら
や
め
る
手
続
き
を

国
民
建
隶
呆
険
に
㈲
入
し
て
い
た
方

で
、
会
笳
な
ど
に
就
職
し
て
新
た
に
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
方
や
、
そ

の
扶
養
家
族
は
、
国
民
健
康
保
険
を

や
め
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
会
社
な

ど
か
ら
国
民
健
康
保
険
課
に
は
加
入
の

連
絡
が
あ
n
ま
せ
ん
。
手
続
き
を
」な

い
と
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま

窖
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

届
出
卜

勦
務
先
の
健
康
保
険
証
、
国
民
健
康
保

険
証
、
届
出
人
の
印
鑑
を
窓
口
に
持
参

氷
就
職
日
以
降
、
国
民
健
康
保
険
証
は

僅
凡
ま
せ
ん
の
で
、ヽ
注
穹
ぐ
だ
さ
い

I

い
ず
れ
や
卜

変
更
後
1
4日
以
内
に
手
偕
答
し
て

く
だ
さ
い
。

申
先
卜
各
区
民
事
務
所

ま
た
は
国
民
健
康
保
険
課

問
先
卜
国

民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免

災
害
に
あ
っ
た
り
、
自
営
業
の
万
が

倒
産
・
破
産
し
た
な
ど
で
収
入
が
極
端

に
少
な
く
な
っ
て
一
時
的
に
生
活
困
難

と
な
り
、
資
産
・
能
力
の
活
用
鷽
図
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
夛
保
険
料
の
支
払
い

が
で
忝
な
く
な
っ
た
豐
ほ

、
事
情
に

よ
ひ
保
険
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
(
6
ヵ
月
を
限
度
)
。
た
だ
し
、

通
常
の
失
業
・
退
職
に
よ
る
収
入
觝
な

ど
は
該
当
」ま
せ
ん
。
申
請
さ
れ
る
方

は
、
電
話
な
ど
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
な
お
珮
免
で
す
夙
ぼ
申
請
月

以
降
の
保
険
料
で
す
。

問
先
卜
国
民

健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

医
療
費
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

区
で
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
方
に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費

夲
お
知
ら
せ
し
、
加
入
者
一
人
ひ
こ
り

が
ご
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
は
亀
ぢ
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
医
療
に
つ
い
て
も
十

分
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医
療

費
通
知
を
お
送
n
し
て
い
耒
す
。
今
回

は
、
9
月
に
診
療
奮
支
け
た
方
に
、
そ

の
月
の
医
療
費
の
全
額
(
1
0割
分
)
を
1

月
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
(
総
医

療
費
が
1
千
円
以
下
の
場
合
や
医
療
機

関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
燮
尼
つ
い

て
は
、
お
送
り
し
て
い
ま
せ
ん
)
。
こ

の
通
知
は
、
お
知
ら
せ
で
す
の
で
、
特

に
手
続
き
は
不
要
で
す
。

問
先
卜
国

民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

募

集

高
齢
者
向
け
住
宅
の
管
理
人

高
齢
者
向
け
住
宅

「
シ
ル

バ
ー
ピ

ア

」
に
入
居
し
て

、
高
齢
者
世
帯
の
緊

急
時
の
対
応
等
の
業
務
を
し
て
い
た
だ

け
る
住
み
込
み
の
管
璢
人
(
生
活
援
助

員
)

黔
寡

集
し
零

歹
。

場
所
=

区
営

住
宅

「
入
谷
」・
:
間
取

り
2
L
D
K
/

都
営
住
宅

「
千
住
関
屋
町
」・・・
間
取
り
3
L
D
K

対
象
H
(
1
)
5
5歳
以
下
の
成

年
者
(
2
)
同
居
す
る
家
族
が
い
る
こ
と
(
3
)

健
康
で

、
常
時
在
宅
し
管
理
人
業
務

が
可
能
で
あ
る
こ
と
(
4
)
本
人
ま
た
は

同
居
者
が
、区
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で

あ
る
こ
と
(
5
)
現
に
住
宅
に
困
窮
し
、

速
や
か
に
業
務
に
つ
け
る
こ
と
(
た
だ

し
、公
共
賃
貸
住
宅
居
住
者
は
不
可
)

(
6
)
都
民
住
宅
入
居
者
の
所
得
基
準
適
用

定
員
卜
各
人
謝
礼
卜
月
額
7
万
5

千
円
住
宅
使
用
料
本
人
負
担
卜
月
額

5
万
円
申
込
=
履
歴
書
・
印
淤
百
窓

口
に
持
参
受
付
期
間
=
1
9
一
月
1
7
日
～

2
5日
(
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
琢
く
)

申
・
問
先
=
庄
宅
管
理
係

1
1年
度
　
鋸
南
・
日
光
自
然
教
室

(
2
泊
3
日
)
指
導
補
助
員

鋸
南
自
然
教
室
(
小
学
校
4
年
生
)

・
日
光
自
然
教
室
(
小
学
校
6
年
生
)

の
引
率
指
導
補
助
員
を
募
集
し
ホ
す
。

対
象
卜
教
員
免
許
所
持
者
お
よ
び
卒
業

時
取
得
見
込
み
の
3
5歳
以
下
の
方

内

容
卜
担
当
す
る
各
学
校
の
出
発
時
か
ら

帰
校
時
ま
で
の
児
童
引
率
指
導
補
助

謝
礼
目
I
回
の
引
率
に
つ
膏
1
万
6
千

6
0
0
円
(
税
込
・
1
0年
度
実
績
額
)

申

込
=
電
話

※
後
日
、
応
募
用
紙
を
遥

衍
じ
ま
す
。
引
率
の
期
間
(
U

了
月

か
ら
1
2年
2
月
の
実
施
期
間
内
で
複
数

回
希
望
可
能
)
を
調
整
し
て
狠
佞
を

決
定

期
限
卜
3
月
1
0日

申
・
問
先

卜
校
外
学
園
係

1
1年
度

上
総
湊
健
康
学
園

入

園

児

童

上
総
湊
健
康
学
園
(
千
葉
県
富
津
市

湊
7
7
3
)は
、
房
総
半
島
の
恵
ま
れ
た
自

然
の
中
に
あ
る
足
立
区
で
唯
一
の
全
寮

制
の
区
立
小
学
校
で
す
。
こ
の
学
園
は
、

規
則
正
し
い
集
団
生
活
菅
と
お
し
て
健

康
回
復
を
図
n
な
が
ら
学
力
増
進
を
目

拒
否
咼
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
授
業

内
容
は
区
内
小
学
校
と
全
ぐ
同
じ
で

、

尖

数
制
の
特
怜
莽
生
か
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
譬
性
萱
罌
于
る
た
め
、
児
電
ほ

伸
び
伸
び
と
し
て
明
朗
活
発
で
す
。
寮

ア
ほ

、
保
母
が
親
代
わ
口
呉
竹

、
温

か
い
雰
囲
気
の
な
か
で

身
の
回
り
の
世

話
に
あ
た
け
ま
す

。
ま
た
、
看
護
婦
も

常
駐
し
て
い
ネ
司

青
い
海
、
美
し
い

緑

、
そ
し
て
澄
み
切
っ
た
窄
気

、
健
康

回
復
を
図
る
に
は
最
適
な
環
境
で
す

。

対
象
目
小
学
校
3
年
生
か
ら
a

年
生
で

次
に
該
当
す
る
児
童
・・・
ぜ
ん
息
/

肥
満

/
偏
食
/
虚
弱

費
用
卜
月
額
約
2
万

円
(
食
事
代
・
教
材
費
等
)

※
家
庭

の
事
慱
に
よ
り
減
額
・
免
除
の
制
度
あ

り

申
込
日
現
在
通
学
し
て
い
る
学
校

の
担
任
・
養
護
の
先
生

期
限
=
2
月
1
9

日

間
先
目
学
務
課
保
健
給
食
係

教
員
免
許
を
生
か
し
ま
せ
ん
か

対
象
卜
特
に
中
学
校
の
技
術
、
理
科
、

数
学
の
教
員
免
許
岑
お
持
ち
の
方
(
そ

の
他
の
教
科
も
可
)
で
、
年
齢
4
0歳
く

ら
い
ま
で
の
方
(
1
1年
3
月
末
、
免
許

取
得
予
定
者
聚
含
む
)

内
容
卜
勤
務

時
間
は
応
相
談
(
日
曜
等
啻
除
く
)

時
給
卜
千
9
6
0
円
以
上
申
込
囗
履
歴
書

を
郵
送
ま
た
は
持
参
申
・
問
先
卜
教

育
委
員
会
指
導
室
事
務
係
〒
1
2
0
・
8

5
1
1
中
央
本
町
1
-
1
7
-
1

マ休 日 納 税・納 付 相 談

特 別 区 民 税 ・ 都民 税 、
国 民 健 康 保 険料 、
国 民 年 金 保 険料
日時=12月a〕日( 日) 、午前9時～
午後4 時 場・問先= 納税

課、国民健康保険課、国民年
金課

夜間納税・納付相談

!持別 区 民 矛鋩・者β民 矛鋩
日時=12月10日( 木) ・17日( 和、午
後5時～午後8時場・問先
= 納税課納税第ヴ係 ・第二係

国 民 健 康 保険 料
日時=12月18日( 金) 、午後5時
30分～8時塲・問先=国民
疆康保険課滞納整理第一 ・二
係

6
・
7
面
で
間
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

容
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
を
確
定
す
る
た

め
、
毎
年
1
月
1
日
を
基
準
と
し
て
、

選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
登
載
国
書
で

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
登
載
申
請
書
は
1
2

月
2
0日
ご
ろ
ま
で
に
選
挙
管
穗
妥
員

会
か
ら
農
業
従
事
世
帯
へ
諾
卩
岔
手
。

必
要
事
項
夲
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

封
筒
で
期
限
内
に
必
亥
逡
送
く
だ
さ

い
。

期
限
卜
1
月
1
0日
必
着

問
先

卜
農
業
委
員
会

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

秘
計
日
現
在
で
工
業
統
計
調
査
が

行
わ
れ
串
歹
。
こ
の
調
杏
ほ
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
否
にと
を
目
的
と
し
、

そ
の
結
果
は
国
の
行
政
施
策
の
基
礎
資

料
と
な
り
ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
り一月
中
旬
か
ら
1
月
中
旬

ま
で
に
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
卜
製

造
業
に
属
す
る
す
べ
て
の
事
業
所

問

先
=
統
計
係

開
発
事
業
の

公
示
・
縦
覧
と説

明
会

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
縦
覧
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
環
境
影
響
評
価
書
案
の
内

容
に
つ
い
て
、
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

意
見
の
あ
る
都
民
の
方
は
、
意
見
書
を

提
出
す
る
y
'にと
が
で
癶
汞
す
。

□
「
(
仮
称
)
汐
留
A
街
区
、
B
街
区
、
c

街
区
開
発
事
業
」
の
環
境
影
響
評
価

書
案

公
示
日
こ
杤
a
D
日
縦
覧
期
間
日
1
2

月
1
6
日～
1
月
2
2
日
(
土
・
日
曜
日
、

祝
日
お
よ
び
1
2
月
2
8
日～
1
月
4
日
を

除
く
)

※
環
境
影
響
評
価
書
案
は
、

中
央
図
書
館
、
千
住
図
書
館
、
竹
の
詼

図
書
館
、
舎
人
図
書
館
、
保
黻
図
書
館
、

江
北
図
書
館
、
興
本
図
書
館
、
伊
興
図

書
館
、
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
(
閲
覧
期
間
は
縦
覧

期
間
と
同
じ
。
閲
覧
時
間
は
開
館
時
間

内
)

意
見
書
の
提
出
期
限
H
1
月
2
9

日
消
印
有
効

マ
説
明
会

日
程
H
I
月
1
6
日
出
・
・
・
梅
島
第
一
小
学

校
/
1
月
1
7
日
面
・
・
・
高
野
小
学
校
/
1

月
1
8
日
回
:
千
住
桜
小
学
校
、
い
ず
れ

も
午
後
6
時
3
0
分～
韭
堽
芬
問
先
u

汐
留
A
街
区
、
R
街
区
、
c
街
区
合

同
建
設
相
談
室

゛
(
3
5
7
5
)
1
6
2
0

□
「
丸
の
内
二
丁
目
2
の
1
他
街
区
開

発
事
業
」
の
見
解
書

公
示
日
卜
1
2
月
2
1
日
縦
覧
期
間
等
H

1
9
1
月
2
2
日～
1
月
1
8
日
(
土
・
日
曜
日
、

祝
日
布
き
1
2
月
2
8
日～
1
月
4
日
を

除
く
)

※
見
解
肅
は
中
央
図
書
館
、

鹿
浜
図
書
館
、
江
北
図
書
館
、
新
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
、
宮
城
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館
で
も
閲
覧
で
岑
豕
T
(
閲

覧
期
間
は
縦
覧
期
間
と
同
じ
。
閲
覧
時

間
は
開
館
時
間
内
)

意
見
書
の
提
出

期
限
=
1
月
2
0日
消
印
有
効

▽
説
明
会

日
時
卜―
月
1
1
日
凹
午
後
6
時～
8

時

場
所
卜
江
北
小
学
校

問
先
卜
三

菱
地
所
㈱゙
(
3
2
8
7
)
5
7
6
1

㈹
　

-

い
ず
れ
も
トト

縦
覧
時
間
卜
午
前
9
時
3
0
分～
午
後
4

時
3
0
分
縦
覧
場
所
卜
区
役
所
環
境
課
、

都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
一
一
(
都
庁
第

一
本
庁
舎
北
塔
3
6
階
)
、
都
・
多
摩
環

境
保
全
事
務
所
(
立
川
合
同
庁
舎
4

階
)
意
見
書
の
要
件
(
意
見
書
の
提

出
の
た
め
に
必
要
な
記
入
事
項
)
=
氏

名
お
よ
び
住
所
(
都
外
在
住
で
都
内
在

学
・
在
勤
の
方
は
そ
の
旨
を
明
記
)
/

対
象
事
業
の
名
称
/
雲
見
意
見
書
の

提
出
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
室

〒
旧
・
8
0
0
1
新
宿
区
西
新
宿
2
-

8
-―
問
先
卜
都
・
環
境
影
響
評
価

審
査
室

ご
(
5
3
8
8
)
3
4
4
0
(

直
通
)

区
・
環
境
課
調
整
係
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生
活
環
境

水
洗
化
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

表
―
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
3
年
以
内
に
水
洗
化
工
嘉
を
し

て
ぐ
だ
さ
い
。

問
先
卜
下
水
道
局
北

部
第
一
管
理
事
務
所
業
務
課

?
5
6
9
)
2
4
5
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
n
ま
す

問
先
卜
計
画
調
整
課
助

成
係

表1 水洗化可能地域

建
物
を
新
築
等
さ
れ
る
方
は
届
け
出
を

住
居
表
示
実
施
済
み
の
区
域
で
、
建

物
を
新
築
し
た
り
増
改
築
な
ごで
出
入

口
を
尼
更
す
る
場
合
は
。
新
た
に
住
居

番
号
(
住
所
)
意
瑶
冨
た
め
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。こ
の
届
け
出
が
な
い

と
正
し
い
住
所
が
決
ま
う
な
い
た
め
、

住
民
票
の
異
動
等
の
手
憶
蔀
で
き
ま

せ
ん
。
棟
卜
ぼ
・
基
礎
工
事
が
終
了
し

ま
し
た
ら
、
建
築
確
認
書
一
式
(
特
に

そ
の
中
の
案
内
図
と
配
置
図
)
を
ご
用

意
の
う
凡
届
け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

ま
た
、
建
物
自
体
は
そ
の
ま
ま
で
も
、

ア
パ
ー
ト
等
建
物
の
名
称
が
変
わ
っ
た

樊
E

届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
先

卜
住
居
表
示
担
当

「
一
台
く
ら
い
な
ら
・・・
」
と

何
気
な
く
置
い
た
自
転
車
が
歩
行
者
の
迷
惑
に

区
で
は
、駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
夸
目
転
車
放
置
`
m
区
域
に
指
定

し
て
い
ネ
罵

貉
蜃
m

区
域
内
に
敖

漿
さ
れ
た
自
転
車
は
、撤
去
し
て
自
転

車
移
J
胼
に
運
び
保
管
し
季
y
。引
き

取
り
の
際
は
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
撤
去
後
2

ヵ
月
鷺
警
忝
と
処
分
し
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

冬
休
み
な
ど
で
学
校
が
休
み
の
期
間

中
は
、
学
生
の
自
転
車
の
放
置
が
目
立

ち
汞
罵

駅
に
近
い
方
は
で
き
る
だ
け

沓
菫
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
転
車
は
決

め
β
れ
た
場
所
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
最
近
、
蠧

罟
転
車
の
放
置
が

増
え
て
い
ネ
罵

盗
ま
れ
た
時
は
す
ぐ

に
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
ぐ
だ
さ
い

。

な
お
、
撤
去
日
以
前
に
盗
難
届
を
出
し

て
い
る
場
合
に
は
、
撤
去
料
は
免
除
さ

れ
ま
す
。
自
転
車
に
は
必
ず
防
犯
登
録

を
し
て
、
住
所
と
名
前
を
記
入
し
、
か

瘋
竺
重
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

問
先

卜
自
転
車
係

地
下
鉄
8
号
線
整
備
促
進
大
会

い
1
1
1
月
2
9
日
、
区
・
区
議
会
・
地
元
町

会
・
自
治
会
、
商
店
会
主
催
の

「
地
下

鉄
8
号
線
(
有
楽
町
線
)

整
備
促
進
大

会

」
が
中
川
小
学
校
で
開
か
れ
声
し
た

。

地
域
の
代
表
の
方
々
な
ど
約
3
0
0人
が
参

加
し

、8

号
線
の
亀
有
以
北
延
伸
の
早

期
実
現
に
向
け
て

、
国
や
都
に
積
極
的

に
勵
忝
か
け
て
い
く
こ
冫
否

誓
つ
大
会

決
議
を
行
い
ま
し
た
。

斬
し
も
1
1一月
2
5
叺

国
は

、
里
只
圏

に
お
け
る
鉄
道
系
の
交
通
網
の
整
備
に

つ
い
て
、
運
輸
政
策
審
議
会
に
諮
問
し

ま
し
た
。
そ
の
答
申
に
よ
り
、
今
後
の

新
た
な
鉄
道
整
備
計
画
が
決
ま
2

チ

。

こ
の
時
機
啻
こ
ら
λ
、
地
元
の
願
い
と

熱
意
を
都
や
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く

必
要
が
あ
口
乗
罵

区
民
の
皆
様
方
の

力
強
い
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
都
市
交
通
課

魚
が
群
れ
る
川
を
め
ざ
し
て

綾
瀬
川
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

1
0月
2
5日
、
綾
瀬
川
清
流
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
2
1地
域
協
議
会
に
よ
る
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
が
綾
瀬
川
流
域
で
一
斉
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
綾
瀬
川
に
親

し
む
内
容
の
ク
イ
ズ
や
ミ
ニ
水
族
館
、

水
質
検
査
、
花
畑
北
中
の
生
徒
に
よ
る

綾
瀬
川
の
調
査
な
ど
、
展
示
や
実
演
が

東
綾
瀬
公
園
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
皆

さ
ん
が
高
い
関
心
奩
ふ
し
て
い
ま
し
た
。

流
域
全
体
が
協
力
し
合
い
、
綾
瀬
川
を

早
く
魚
が
す
め
る
き
れ
い
な
川
に
し
た

い
で
y
ね
。
問
先
卜
環
境
課
調
査

結
果
報
告

荒
川
の
散
乱
ご
み
を
調
査
…
多
か
っ
た
の
は
何
?

ク
リ
ー
ン
あ
ら
川
(
荒
川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ド
'
9
8
)

1
0月
2
5日
、「
ク
リ
ー
ン
あ
ら
川

」(荒

川
ク
リ
ー
ン
エ
イ
ト
)

が
、
荒
川
西
新

井
橋
緑
地
か
ら
千
住
新
橋
緑
地
(
左

岸
)
で
行
わ
れ
ま
し
た

。
参
加
し
た
の

は
、
早
朝
の
野
球
場
利
用
者

、
苧
(

ク

ラ
ブ
、
健
生
第
几
フ
ロ
ッ
ク
(

第
1
1中

・
五
反

野
小
・
弘

道
小
・
弘
道

第
一

小
)

の
皆
さ
ん
な
ど
、
総
勢
約
4
0
0人
。

西
新
井
梔
や
わ
ん
ど
広
場
の
付
近
で

は
、ご
み
を
拾
い
な
が
灸
」み
調
査
の

作
業
を
行
い
ま
し
た
(
結
果
は
表
2
)
。̀

ぽ

こ
の
吸
殻
や
、
自
然
に
か
え
ら
な

い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル

の
破
片
な
ど
の
多
さ
が
目
立
ち

叭
し
た

。

水
辺
夲
懸

い
の
堝
と
し
て
よ
ひ
快
適
に

利
用
で
夸
挈
弓

、
一
人
ひ
と
り
の
方

が
マ
ナ
ー
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
当

日
は
、
簡
単
な
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
に
よ
る

荒
川
の
水
質
調
査
も
行
い
ホ乙
た
。

問
先
卜
計
画
調
整
課
計
画

表2 散乱ごみワースト5
( 西新井檎北詰付近) C単位: 個】

( わんど広場付近)

催

しガイ

ド

老
人
会
館

手
芸
教
室

日
時
卜
1
1
一
年
1
月
～
3
月
の
第
2
・
第

4
土
曜
日
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0
分

対
象
卜
6
0
歳
以
上
で
区
内
在
住
の
方

寮
前
期
手
芸
教
室
を
受
講
し
た
方
や
ほ

か
の
教
室
を
現
在
受
講
中
の
方
は
申
し

込
め
ま
せ
ん
内
容
卜
ち
ぎ
り
絵
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、室
内
ば
き
制
作
定
員

乱
J
人
(
抽
選
)
費
用
卜
無
料
(
教

材
費
一
部
負
担
)
申
込
卜
往
復
(
ガ

キ
に
住
所
、氏
名
ラ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
期
限
=
1
2
月
1
6
日

必
着
場
・
申
・
問
先
=
老
人
会
館

〒
1
2
1
・
0
8
1
2
西
保
木
間
4
1
9
-

l
g
(
3
8
a
)
9
7
3

つ£

ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト

□
琴
で
奏
で
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ

日
時
卜
p
一
月
習
苗
、
午
後
0
時
2
5
分～

L
時

出
演
=
足
立
区
三
曲
協
会

□
女
声
合
唱
団
「
葦
」

ク
リ
ス
マ
ス

キ
ャ
ロ
ル
を
歌
う

日
時
卜
1
9
一
月
2
2日
㈹
、
午
後
O
時
1
5分

人

芬

-

い
ず
れ
も
ト
ト

場
所
目
区
役
所
―
階
ロ
ビ
ー

問
先
卜

文
化
振
興
係

□
東
京
足
立
少
年
少
女
合
唱
団

第
2
7

回
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
・
コ

ン
サ
ー
ト

日
時
日
1
2月
2
3日
吩
、
午
後
6
時
3
0分

開
演

場
所
ト
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西

新
井
文
化
ホ
ー
ル

曲
目
卜
赤
鼻
の
ト

ナ
カ
イ
・
銀
河
唇
昌
堽
か

費
用
卜

無
料

問
先
卜
事
務
局
・
薬
師
神

S
(
3
8
5
2
)
3
2
3
2
(

夜
間
)

ま
た
は
文
化
振
興
係

冬
花
展
示
会

日
時
卜
1
2
月
1
6
日
團
、午
後
1
時
～
R

時
/
1
7日
困
・
扨
泌

、
午
前
9
時
‘

午
後
5
時

場
所
H
区
役
所
1
階
口
卩
1

内
容
卜
区
内
花
き
農
家
が
栽
培
卜

た
、
晩
秋
か
ら
仞
冬
に
咲
く
フ
リ
ー
J

ア
、ユ
リ
、
葉
ボ
タ
ン
等
、
約
廁
茜
ぶ

展
示

※
1
2月
1
6日
、
午
後
1
時
か
ふ

先
着
1
0
0
人
に
叨
叮
花
を
配
布

問
先
卜

農
産
係

選
挙
豆
知
識

政
治
家
等
の
寄
附
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

有
権
者
の
寄
附
要
求
も
禁
止
で
す

政
治
家
等
(
立
候
補
予
定
者
を
含

む
)
が
選
挙
区
内
9
(
に
寄
附
奪
恚

こ
と
は
、
い
か
な
る
名
目
で
も
翠
£
さ

れ
て
い
ま
す
。
寄
附
強
霾
に
限
ら
ず
、

お
歳
暮
旁
喟
る
こ
と
や
、
忘
年
会
で
酒

や
食
べ
物
を
ふ
る
窖
冫

」と
(
会
費
な

ど
債
務
の
履
行
と
認
め
洽
れ
る
も
の
を

除
く
)
な
ご
も
で
童
笹
ん
。
有
権
者

が
こ
れ
ら
彖
滾
め
る
こ
と
墓
m

さ
れ

て
お
り
、
政
治
家
等
に
強
要
す
る
と
処

罰
さ
れ
ホ
y
。ま
た
、政
治
家
等
は
、

年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ
状
(
電
報
や

そ
れ
に
類
す
否
冽
¥
莟
む
)
を
出
す

こ
と
も
、
答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る

も
の
忿

罟
翠
m
さ
れ
て
い
ホ
司

「贈
ら
な
い
、求
め
な
い
、等
吁
取
ら

な
い
」が
、明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
に

つ
な
が
り
ホ
y
。一
喜
兀
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
宋
す
。

問
先
卜

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

特
典
い
っ
ぱ
い
、
サ
ー
ビ
ス
い
っ
ぱ
い
の

「
あ
や
カ
ー
ド
」を
利
用
し
て
山
ノ
内
町
へ

友
好
都
市
山
ノ
内
町
で
は
、
観
光
協

会
加
盟
の
宿
泊
施
設
に
直
接
予
約
し
利

用
さ
れ
た
場
合
、
宿
泊
費
・
飲
食
費
・

お
土
産
代
が
1
0
%割
引
に
な
る
ほ
か
に
、

次
の
サ
ー
ビ
ス
が
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

(
1
)
予
約
料
金
の
2
0
%ア
ッ
プ
の
料
理
内

容
の
恆
只

(
2
)宿泊
者
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
提
供

(
3
)山ノ
内
町
立
ロ
マ
ン
美
術
館
り
A
館

料
を
2
0
%割
引

感
謝
サ
ー
ビ
ス
期
間
日
H
年
1
0月
3
1日

ま
で

「
あ
や
カ
ー
ド
」
配
布
場
所
卜

区
民
事
務
所
、
各
セ
ン
タ
ー
、
国
際
交

流
課
等

問
先
日
山
ノ
内
町
観
光
商
工

課

昔
0
2
6
9
(
3
3
)
1
1
0
7

区
・
都
市
提
携
担
当

フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=
出
店
者
募
集
卜

▼
1
2
月
2
6
日
出
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
(
旧
本
庁
舎
跡
)
午
前
1
0
時
～
午

後
3
時
※
雨
天
中
止
/
1
0
0
区
画
/
出

店
料
無
料
～
2
千
円
/
電
話
/
矢
崎
　
　
　
　

昔
(
3
8
8
0
)
8
2
3
0

掲
示
板

□
税
務
署
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

期
間
卜
2
月
1
日
～
3
月
3
1
日
(
土
・

日
・
祝
日
を
吸
く
)
対
象
卜
高
校
生

以
上
申
込
卜
履
歴
書
を
泌
忖
(
履
歴

書
は
お
返
し
で
浹
汲
せ
ん
)
場
・
申

・
問
先
卜
足
立
税
務
署
〒
1
2
0
・
～

2
0
千
住
旭
町
4
-
2
1

゛
(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

西
新
井
税
務
署
〒
1
2
3
;
5
0
1
栗

原
y
-
1
0
-
1
6

a
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
来
年
4
月
に
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選

挙
の
標
語
募
集

字
数
目
2
0字
以
内

対
象
卜
都
内
在
住

の
方
申
込
卜
(
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
恆
E
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性

別
、職
業
(
学
校
名
・
学
年
)
、電
話

番
号
を
明
記
期
限
日
1
月
1
1
一
日
必
着

申
・
問
先
卜
都
・
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
選
挙
課
〒
旧
・
8
0
0
1
新
宿

区
西
新
宿
2
-
8
-
―

昔
(
5
3
2
0
)
6
9
1

气气
)

團
(
5
3
～
)
1
7
5
0

□
排
水
設
備
な
ん
で
も
相
談
コ
ー
ナ
ー

日
時
卜
1
月
6
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

(
祝
日
の
場
合
は
翌
日
)
、午
後
L
時
～

4
時

場
所
卜
中
川
処
理
場

対
象
卜

区
民
帯
よ
び
区
内
で
排
水
設
備
工
事
を

撕
呆
れ
る
指
定
工
事
店
の
方

申
込

卜
電
話

問
先
卜
下
水
道
局
北
部
第
一

管
理
祟
血一所
業
務
課
排
水
設
備
第
二
係

昔
(
5
6
9
7
)
2
4
5
2

み んなの

ページ

初
秋
の
美
味
、
で
も

名
前
が
わ
か
り
ま
せ
ん
　
K

・
Y
(
西
綾
瀬
在
住
)

初
秋
に
新
潟
県
の
農
家
で
美
味
の
珍

品
を
見
つ
け
ま
し
た
。
足
立
区
で
は
見

か
け
な
い
の
で
紹
介
し
欒
歹
。
そ
れ
は
、

黄
色
い
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
9

弐
底
野

菜
で
、
一
見
メ
ロ
ン
の
ぶ
つ
。
農
家
の

方
の
指一
麥
お
り
、
適
当
に
割
つ
て
し

ば
ら
く
ゆ
で
、
繊
維
状
に
ほ
ぐ
れ
た
も

の
を
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
あ
兄
ま
し
た
。
名

前
が
わ
か
う
な
い
の
が
残
念
で
す
。

募集中!
毎月10月号のみんなのページ。皆さんの身
近な出来事をお聞かせください。また、イラ
ストや写真も大歓迎です。 申込= ハガ牛に
住所、氏名( 希望する力はペンネーム)、年
齢( 学校名・学年) を明記 申・問先= 広報
係 〒120- 85101中央本町1- 17- 1

▲ 「ペン ギンのお つかい」
岸桃子さん( Mi l 幼稚園・6 歳)

□ 東京ガスの社員 を藐った窃盗・詐欺事件にご 注意! 不審に思 ったときは、社員証明書の提示を求め、東京ガ スの関係者であ ることを確認してください。
問先= 東京ガス㈱足立支社S3884- 2241
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
8
)

元
溯
江
公
園

正
面
入
り
囗
ゲ
ー
ト
を
ぐ
ぐ
っ
て
す

ぐ
の
噴
水
に
は
、子
ぐ
?
屶
ブ
ト
ム

シ
の
彫
刻
。
花
壇
の
横
の
ベ
ン
チ
で
は

囲
碁
・
将
棋
を
打
つ
人
と
そ
の
勝
負
を

の
ぞ
き
こ
む
人
た
ち
。
そ
の
脇
を
授
け

る
と
、
区
立
公
園
で
は
数
少
な
い
釣
り

池
に
出
ま
す
。

こ
の
大
貫
汕
に
は
、い
つ
も
た
ぐ

齏
だ
の
人
が
釣
ひ
糸
岑
垂
れ
て
い
ま
す
。

吏
に
、釣
n
を
し
な
い
人
で
も
、池
を

囲
む
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
て
み
る
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。日
当
た
ひ
が
い
い

の
で
、天
気
の
い
い
日
は
、冬
で
も
暖
か

で
、噴
水
の
同
こ
う
に
見
え
る
釣
り
人

た
ち
の
笑
い
声
啻
こ
き
ど
弖
闃
瘴
な
が

ら
、り
か
び
ひ
過
ご
せ
と
思
い
ネ
y
。

あ
な
た
の
憩
い
の
場
所
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。(

広
報
課
)

保
木
問
2
-
1
7
-
1
都
バ
ス
(
北

千
住
駅
～
足
立
清
掃
工
場
間
)
保
木

問
一
丁
目
下
車
徒
歩
i
分
、吏
ほ

東
武
バ
ス
竹
ノ
筱
駅
東
口
～
花
畑

団
地
間
)
保
木
閧
仲
通
り
下
車
徒
歩
1

分
☆
タ
バ
コ
や
釣
ひ
糸
の
投
げ
捨
て
は
や

め
廖
し
ょ
う

1
2月
1
2日
(土
)・
1
3日
(日
)、庁
舎
ホ
ー
ル
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
お
休
み
し
ま
す

1
2月
1
2日
山
・
1
3日
面
は
、
区
役
所

全
館
が
衛
生
害
虫
駆
除
等
の
た
め
、
閉

館
し
ホ
夏

当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
、

区
民
ロ
ビ
ー
、
駐
車
場
、
展
望
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問

先
卜
庁
舎
管
理
課

昔
(
3
a
o
)
5
1
1
1

㈹

女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
の
催
し

□
男
性
改
造
講
座

「
お
と
こ
た
ち
の

問
題

お
と
こ
た
ち
の
こ
こ
ろ
み
」　

男
性
が
生
き
て
い
く
う
兄
で
の
問
題

や
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

甘
ん
か
。

日
程
卜
表
I

定
員
=
男

性
4
0人
、
女
性
1
0人
(
抽
選
)

※
2
歳

以
上
学
齢
前
の
お
子
さ
ん
の
保
育
を
行

い
ま
す

申
込
卜
往
復
「
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
応

募
動
機
、
勇
性
改
造
講
座
」と
明
記

氷
保
育
希
望
の
方
は
お
子
さ
ん
の
生
年

月
日
、
氏
名
も
記
入

期
限
=
1
月
4

日
必
着

□
女
性
行
動
計
画
推
進
状
況
の
説
明
会

平
成
8
年
に
第
二
次
足
立
区
女
性
行

動
計
画
(
改
訂
版
)
が
策
定
さ
れ
て
、

今
年
で
3
年
目
に
な
り
ま
す
。
計
画
の

推
進
に
あ
た
り
、
昨
年
度
の
主
な
推
進

状
況
に
つ
い
て
実
施
細
目
で
公
開
し
て

い
ホ
罵

今
回
、
行
動
計
画
の
推
進
状

況
に
つ
い
て
、
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
U
l
月
2
9日
圏
、
午
後
6
時
4
5分

～
8
時
4
5分

申
込
目
直
接
窓
口
・
電

話

※
2
歳
以
上
学
齢
前
の
お
子
さ
ん

の
保
育
を
行
い
ま
す

期
限
卜
1
月
1
4
　

1

い
ず
れ
も
し匚
匚

場
・
申
・
問
先
h
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

〒
1
2
3
・
0
8
5
1
梅
田
7
-
3
3
-
1
　
　
　
　

き
(
3
8
8
0
)
5
2
2
/

』

表1 男性改造講座日程

※ いずれも時間は午後6畤45分～8時45分。ただし、1/ 31は午後1時～
4時30分、2/ 28は午前9時30分～午後3時30分

花だより
山茶花

花
の
少
な
い
季
節
に
伍
と
り
ど
り
の

花
奮
可
け
る
サ
ザ
ン
カ
は
、
都
会
暮
ら

し
の
私
た
ち
に
と
っ
て
、
冬
の
到
来
を

感
じ
さ
せ
て
夊
れ
る
貴
奧
箔
木
で
す
。

枯
葉
の
散
り
さ
っ
た
庭
の
片
隅
に
ひ

っ
そ
n
と
咲
く
姿
、
花
び
ら
が
一
枚
ず

つ
パ
ラ
パ
ラ
と
散
る
様
に
、
寂
し
さ
と

哀
れ
蠹
冐
き
せ
る
、
日
本
人
好
み
の

花
で
鈔
賈
ま
す
。

ツ
バ
キ
に
似
て
い
ま
す
か
。
サ
ザ
ン

カ
の
ほ
う
が
葉
は
小
さ
め
で
罵
野
生

種
は
晩
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
白
い
花

を
咲
か
せ
求
t
か
、
江
戸
時
代
か
ら
品

種
改
良
が
重
ね
叭
れ
、
現
在
で
は
3
0
0種

に
お
よ
び
、色
や
形
、開
花
時
期
も
様
々

で
す
。
8
月
ご
ろ
、
風
通
し
の
悪
い
と

こ
ろ
で
は
、
チ
ャ
ド
ク
ガ
と
言
う
膺
毛

虫
が
豪
旡
し
や
す
く
、
触
れ
忝
と
ひ
ど

い
カ
ユ
ミ
や
発
し
ん
を
起
こ
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。
(

公
園
緑
地
課
)

サ
ザ
ン
カ
9
9

盜
園
・・・加
平
第
二
公

園
(
加
平
-
1
5
)

ほ
か
区
内
の
多
く

の
公
園
で
見
ジ
堅
紊

※
子
y
七
は
風
の
子
。
冬
の
公
園
も
楽

し
い
よ

ヽ
植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ
P

ま
す
か
、
興
味
あ
y
学
が
多
い
の
で

'
紹
介
し
て
い
ま
す

、
絵: 武田信予さん(鹿浜二丁目)

スケッチあ だち
このコーナーではまちの情報・話題を

お待ちし ていま す。

問先= 広報 係f f 3880- 5111 ㈹

文化祭(十中)で
「島根ばやし・神楽」上演

1
0月
3
1日
に
、
第
十
中
学

校
文
化
祭
『
な
で
し
こ
祭
』

で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校

教
育
の
一
環
と
し
て
、
地
域

の
伝
承
文
化
『
島
根
ぱ
や
し

・
神
楽
』
の
特
別
卜
圜
が
あ

り
ま
し
た
。

畆
根
ば
や
し
連
中

履
本

会
長
)

総
勢
七
人
の
演
ず

る
神
楽
を
生
徒
と
父
母
、
近

隣
の
梅
島
第
一
小
の
3
年
～
5

年
の
児
童
た
ち
が
観
覧
し
、

郷
土
の
文
化
痂
堪
卵
レ
ま
し

た
。

▲ F 天狐( てんこ) j とF ひょっとこjの登場する神楽

おいしいお 芋で
心と体が

ホ ッ カ ホ カ

卜
月
1
5日
、
六
町
二
丁
目

町
会
の
皆
さ
ん
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
広
場
「
ふ
れ
あ
い
の

里
」
で
、
敷
地
内
の
菜
園
で

と
れ
た
里
芋
や
ネ
ギ
な
ど
で

豚
汁
を
作
っ
て
楽
し
み
ま
し
'

た
。

月
月
刀一
日
、
西
新
井
栄

町
の
牛
込
さ
ん
宅
の
保
存

樹
林
で
近
所
の
子
ど
も
会

に
よ
る
焼
芋
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。
芋
は
廃
品
回
収

の
収
益
で
購
入
し
た
も
の
。

落
ち
葉
で
焼
い
た
ア
ツ
ア

ツ
の
焼
芋
に
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

梅 島 小

仮
設
校
舎
ヘ

引
っ
越
し
だ

1
0丹
2
3日
、
梅
島
小
学
校
が
改
築
の

た
め
、
旧
校
舎
で
の
最
後
の
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
仮
設
校
舎
へ
の
引
っ
越

し
で
、
3
～
6
年
生
の
児
童
ほ
授
業
終

了
後
、
イ
ス
な
ど
の
身
の
袤
わ
9
写

運
び
ま
し
た
。

▲時折の小雨にもかかわらず、み
んな元気に旧校舎をあとにする

水
森
亜
土
さ
ん
講
演

『
1
0
年

の

介

護

を

通

し

て
学

ん

だ
人

生

』

H
月
1
0日
、
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
で

足
立
区
内
郵
便
局
に
よ
る
足
立
区
民
ふ

れ
愛
在
宅
介
護
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
、
イ
ラ
ス
ト
作
家
、
女

優
な
ど
多
方
面
ぶ
謳
中
の
水
森
亜
土

さ
ん
。
ご
自
身
の
長
年
に
わ
た
る
介
護

経
験
か
ら
得
た
こ
と
を
、
歌
を
盛
り
込

ん
で
明
る
く
講
演
し
声
に
)た
。

※
足
立
郵
便
局
、
水
森
亜
土
さ
ん
の
ご

厚
意
に
よ
り
サ
イ
ン
入
口
岳
紙
を
抽
選

で
久

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
康
司

(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、広
報
紙
へ
の
思
貿
胯
棊
添
え

て
広
報
課
ま
で
(
1
2
月
1
8
日
必
着
)
〒

1
2
0
・
6
b
1
0
中
央
本
町
1
1
1
7
-
1

▲ 亜土さんの歌で会場はなごやかに

地域との交流のなかで
母と子のふれあいコンサート

～区立江北幼稚園～

1
1月
1
4日
、
地
域
囚
邑
団
ク
リ
ン

グ
ー
ク
ラ
イ
ス
を
招
い
て
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、子
ど
も
た
ち
に
美
し

い
歌
を
聞
い
て
も
ら
い
、
歌
つ

」と
の

す
ば
ら
し
さ
や
楽
し
さ
を
慝
じ
て
も
ら

む
冫
采
歯
さ
れ
た
も
の
。

園
児
た
ち
は
、
聞
忝
な
れ
た
曲
で
は

身
振
り
手
振
ひ
を
入
れ
な
が
ら
一
緒
に

合
唱
。
き
れ
い
な
コ
ー
ラ
ス
に
は
み
ん

な
で
靜
か
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

全
H
曲
の
歌
の
お
も
ち
ゃ
箱
。
楽
し

く
美
し
い
(
I
モ
ニ
ー
で
ふ
れ
あ
い
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

▲ きれいな歌声が響きわたる

古紙配合率70% 再生紙を使 用し ています Y. Ya. S240, 000


